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１ 企業内家庭教育研修（在宅取組型）   家族の大切さ   

◇企 業   ひだ子ども家庭支援センター ぱすてる 

◇テーマ   わが子育てを見つめる ～新たな発見や気付きから，自己肯定感を高めよう～ 

◇ねらい   仕事中心となりがちな生活の中で，わが子育てを見つめる機会をつくることを通し，家庭教育の 

楽しさ・大切さを再認識するとともに，ワーク・ライフ・バランス思考を高める。 

◇ポイント 

 

 

「すばらしい家庭教育の実践から，私たちも学びたい！」 ぱすてるセンター長が言われました。コロナ禍が急

拡大する中，資料のみの研修となりましたが，すばらしい感想をいただくことができました。 

＜職員皆さんの感想＞ 

・親子での思いの違いがあっても，それでよいのだと認めること  

や認めてもらうことで，親子で一緒に自己肯定感を高めるこ 

とができるのだと思いました。簡単な料理でもいいので，私も 

実践してみたいと思いました。 

・料理を通して親子一緒の時間が確保できることが一番のよい 

ところだと思いました。「わが家の約束宣言」では，その家庭 

の特色が出ていますが，料理という共通の時間の中での気付き（感謝等）が，今後の家庭の糧となるのだと感 

じました。 

・10 年以上前に子どもが通う学校の家庭教育学級に入り学ばせていただきましたが，参加者がとても少なく残

念だなと感じていました。個人的には，校長先生や先生方と身近に交流したり子どもと調理実習したりしたこと

は楽しい思い出です。夜の開催が多かったので，参加も難しかったかも知れません。企業内ですと働く保護者

も参加しやすいのかなと思います。家庭がニコニコだと子どもも安心です。とても素敵な実践だと思います。 

＜主催者の感想＞ 

    忙しい毎日に常に手料理を準備することはなかなか大変です。ついつい時間に追われ，食事というよりは食

で終わり，だんらんがない時代になっている昨今です。そんな時代背景にあって，今回実践された食事をテー

マにした親子協働による料理づくりは，普段は気付かない親の思いや子の思いに触れることができ，家族の絆

の大きなテコになったのではないでしょうか。今回読ませていただいた実践資料の感想にもその確かな軌跡が

残っていると思います。 

  様々な理由で食事が疎かになっている家族に家族だんらんを取り戻せたら，どんなにか子ども

たちや親御さんにとって安らぎの場になるのではないかと思います。家庭教育と家庭支援機関と

のスクラム，改めて具体化していかなくてはと強く感じました。 
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学びを つなげる 

  NPO法人 サン・はぎわらさんの実践に学ぶ （飛騨っ子ＮＯ12にて紹介） 

テーマ ：  親子で！ 家族のために！ 「減塩いきいきレシピに挑戦」 

tel:0577


 

 

◇ 県内各地区の家庭教育学級の紹介 ・・・ 楽しい実践カードの工夫！ 

【大垣市立東小学校 成人・家庭教育委員会】 の実践 

Q．他校ではコロナ禍のため給食試食会と参観，講演会が中止に 

なったところが多くありました。このアイディアは，いつ，どのように 

生まれたのでしょうか？ 

A．年度当初より，新型コロナウイルス感染症による中止の可能性を

視野に入れて，給食試食会にこだわらずに「食育」の取組におい

ての内容変更もありうると考えていました。 

中止を決めた際，給食レシピや栄養に関する資料も魅力的な情

報とは思いましたが，児童本人が興味を持つような内容ではない

ので，食に対する興味を持ってもらう入り口になるような「クイズ」

や「すごろく」を思い立ちました。 

           大垣市立東小学校 PTA  成人・家庭教育委員長 
いろいろな工夫

が楽しいね～ 

【各務原市立陵南小学校 研修委員会】 の実践 

おうちの方へ 

いつも PTAの活動にご理解とご協力をありがとうございま

す。今年も新型コロナウィルスの影響で，遠くに行ったり，イベン

トに参加することが難しい夏休みになりました。 

しかし、身近なところにも，夏を感じられるものがたくさんあり

ます。この夏ビンゴが、おこさんと一緒に身の回りの夏を楽しむ

糸口となることを願っています。 

            各務原市立陵南小学校ＰＴＡ 研修委員会一同 


